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「本の力をまちづくりに」という考えは
非常に重要な観点だ。私自身、山陰

地方の今井書店による「本の学校」の創設に尽
力した永井伸和氏や元鳥取県立図書館長の齋藤
明彦氏との交流を通じ、財務省広報誌『ファイ
ナンス』（2018年2月号）に「図書館・書店を
拠点とした地域活性化への展望～日本における
『サードプレイス』の可能性」を寄稿し、その
ことを大いに強調した。
本書は地域政策プランナーとして活躍をつづ
ける小磯修二氏が北海道文教大学地域創造研究
センター長として、大学の所在地である北海道
恵庭市の本にかかわるさまざまな取り組みを6
人の共同執筆者とともに書き上げたものだ。
構成は「序 『本のまち』から文化創造都市へ
の挑戦（小磯、以下敬称略）」「Ⅰ 読書のまち
恵庭の系譜と現状（内藤和代・黒氏優子・和合
智子）」「Ⅱ 地域創造研究センターの活動（関
口麻奈美）」「Ⅲ 本をめぐる環境の変化（廣瀬
史帆）」「Ⅳ 文化創造都市の実践～視察調査か
ら～（中嶋英人）」「Ⅴ 本の力でまちづくり（小
磯）」となっている。
まずⅠでは、市役所の担当者による恵庭市の
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先進事例から学ぶ
「本の力」の生かし方

『本の力でまちづくり
北海道恵庭市からの発信』
小磯修二 編著
（中西出版・1980円 税込）

読書政策の系譜が叙述される。1992年に図書館
が開館するまでの市民参加の動き、2000年代初
頭からの他部局である保健センターと連携した
先進的なブックスタートの始動、学校司書を各
学校に置くとともに図書館全体のネットワーク・
運営を統一するなどの図書館行政の一元化の流
れは瞠

どうもく

目に値する。当時、先進地であった沖縄
県の学校図書館視察が大きなキッカケになった
という話もおもしろい。ちなみに、先進図書館
として名高い鳥取県立図書館が都道府県立図書
館で初の「学校図書館支援センター」を開設し
たのは2015年4月のことだ。
しかし、どのような先進的な取り組みもしだ
いに熱気が薄れ、形式化していくものだ。その
ため「創業守成」というように、いかに持続・
継続していくかが大きな課題となる。そこで、
恵庭市では市役所のみならず大学も含め、さま
ざまな関係者がそれに取り組んでおり、Ⅴでは
その様子が力強く語られている。本の力を活か
すための仕組みとして、市民との共働、既存政
策の横断的な再構築が必要という小磯氏の見解
はまさにその通りだと思う。文化創造都市に向
けた恵庭市の今後の取り組みに注目したい。
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住宅街で、公園で、学校で、ふと見たらクマがいる――。本のタイトル「クマが棲む街で」が大げさではない光景
が現実となっている。出没件数が急増した2025年、列島各地で大きなニュースとなった。しかし、全国最多の
件数を数えた秋田県の住民は10年ほど前から「異変」を感じていたという。この本は、地元紙の秋田魁新報社が
2017～ 18年、23～ 24年、25年の各期間に掲載した記事を3章立てに再構成し、「クマと人間の将来の関係」
を世に問う。

　「さまようクマ」と題した第1章は17年7月の出来
事からはじまる。大館市役所から100㍍ほどの家に
住む男性は庭を動き回る黒い姿に「こんな所まで」と
絶句した。武士の末裔一族が400年にわたり暮らし
てきた地で「言い伝えにもない」というコメントが驚
きをよく表す。この年は県内の目撃情報がそれま
での年間平均の4倍にのぼる「異常年」だったといい、
その後の出没地域の拡大を予言していた。
　この章ではマタギの流れをくむ猟師、「熊の胆

い

」の
行商経験者、林業関係者、生態専門家らの声も幅広
く紹介。10項目の切り口で、生活とのかかわりや市
街地に入り込む背景を掘り下げ、「人を怖がらない
『新世代グマ』」や「過疎化に伴う里山の荒廃が原因」

などといったことを指摘する。そして第2章、第3章
では被害者の金銭支援やPTSD（心的外傷後ストレ
ス障害）のケア、法改正で導入された「緊急銃猟」と
いった新たな課題を取り上げている。最後はシンポ
ジウムの記事で「棲み分け」に向けた努力が重要だと
いう意見に触れて締める。
　全国の出没総数は昨年を上回るペースと聞く。人
口減少率で先頭をいく秋田県はクマ問題でも先頭を
行く。集落の衰退に歯止めがかからない状況は他県
も同じ。10年前とあまり変わっていない。秋田の事
例を参考に、早急にクマとの「棲み分け」をはかって
いくべきではないか。その取り組みのヒントが本書
には詰まっている。


